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　平成29年７月26日に公表した平成30年３月期第２四半期累計期間の業績予想と、本日公表の実績値に

下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。

　また、最近の業績動向を踏まえ、平成30年３月期通期の業績予想につきましても下記の通り修正いた

しましたのでお知らせいたします。

１．平成30年３月期 第２四半期累計期間 業績予想と実績値との差異

　　（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結業績予想と実績値との差異

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 95,000 2,000 2,300 1,600 20.12

実績(Ｂ) 94,970 3,355 3,776 2,497 31.41

増減額(Ｂ－Ａ) △ 29 1,355 1,476 897

増減率（％） △0.0 67.8 64.2 56.1

（ご参考）前期第２四半期実績
（平成29年３月期第２四半期）

101,740 4,885 4,941 3,260 40.99

（２）個別業績予想と実績値との差異

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 90,000 1,400 1,700 1,200 15.09

実績(Ｂ) 91,050 2,737 3,265 2,255 28.37

増減額(Ｂ－Ａ) 1,050 1,337 1,565 1,055

増減率（％） 1.2 95.5 92.1 88.0

（ご参考）前期第２四半期実績
（平成29年３月期第２四半期）

97,186 3,964 4,037 2,658 33.43

２．平成30年３月期第２四半期業績予想と実績値との差異の理由

　　　当第２四半期累計期間の業績につきましては、一部工事における工事進捗の過程で、工事原価に

　　かかる不確定要素が解消されたことにより、工事採算性の向上が図られたことなどから、営業利益、

　　経常利益、四半期純利益ともに前回発表予想値に比べ大幅に増加いたしました。　

　　

　

第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

記

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり
四半期純利益



３．平成30年３月期 通期業績予想の修正

　　（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

（１）連結業績予想の修正

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 210,000 9,000 9,600 6,500 81.73

今回修正予想(Ｂ) 220,000 11,500 12,500 8,500 106.89

増減額(Ｂ－Ａ) 10,000 2,500 2,900 2,000

増減率（％） 4.8 27.8 30.2 30.8

（ご参考）前期実績
（平成29年３月期）

226,042 14,559 15,121 10,118 127.23

（２）個別業績予想の修正

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 200,000 8,000 8,600 6,000 75.44

今回修正予想(Ｂ) 210,000 10,000 11,000 7,500 94.32

増減額(Ｂ－Ａ) 10,000 2,000 2,400 1,500

増減率（％） 5.0 25.0 27.9 25.0

（ご参考）前期実績
（平成29年３月期）

216,522 12,482 13,046 8,775 110.35

４．平成30年３月期通期業績予想の修正の理由

　　　通期の業績予想につきましては、第２四半期までの状況に加え、再生可能エネルギー関連工事を

　　含む一般民間工事を中心とした売上高の増加が見込まれることなどから、前回発表予想値を修正い

　　たしました。

　　※　本資料に記載した予想数値は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

　　　今後の様々な要因により異なる結果となることがあります。

　　　　　 以　　上

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益


